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陶晶孫の日本時代一

九州時代の作品とそれ以後の作品との違いは何故生じたのか

廖莉平 

九州帝国大学を卒業してから東北帝国大学に進学した陶品孫は、創作上において二年間ほどの空白

期間があり、再び筆を起こしたのは1925年である。その間、Ｈ本の社会においては関東大震災という

悲惨な出来事があったが、陶品孫0M人においては1924年３月３日に佐藤みさをとの結婚という喜ばし

いこともあった。

1927年に出版された陶晶孫の斌初の作品集「音楽会小曲』を一読してみれば、九州時代の作品と、

1925年以後の作品との描きかたに明らかに違いがあることに気づく。何れもく愛〉というテーマを中

心に作品を書いているものの、社会に認められない禁断の愛を描く九州時代の作品に反して、それ以

後の作品に現れるく愛〉は総て'1:間に認められる１１{常なく愛〉となり、九州時代のようなく愛〉は二

度と出現することがない。また、九州時代の作品でよく目にするく迎命〉・〈死〉・〈幼年〉などの言葉

もそれ以後の作品から姿を消している！'。

しかし果たして九州時代の作品とそれ以後の作１W,には全く共通点がないのだろうか。少なくとも音

楽に秀でた大多数の主人公が何れの時期の作中にも綴場していることに容易に気づく。また、作品を

吟味してみれば、〈放浪〉２）という言葉が九州時代の作品にも、それ以後の作品にも、よく使われて

いる。

このく放浪〉については、従来の陶品孫研究の'１Jでも注目されてきたＪ例えば、IIjlllj康代氏はく祖

|玉|に対して傍観者として作品を描いている〉陶品孫は、中国人として日本で生活するく異国人意識

を〉〈拭いきることは不可能〉なため、〈日本にも'二l1ljilにも祖|玉|としての精神的安住の地を見い出すこ

と〉ができずにく放浪者の感情へと流れて行くこと（波線は引用者。以下同様)〉しかできなかった

と述べている3》ｃまた、中村みどり氏も陶晶孫の筆先の主人公たちはく中1重1に目を向けながらもその

身体は日本から切I〕離されず、両国の間に「放浪者」として留まっている〉と、指摘している!'ｏｉｊｌｉｌ

氏の論は、何れも陶品孫が中国人であるということから判断して、主人公たちが日中の狭間に立たせ

られた陶晶孫自身を反映していると考えるものである。言い換えれば、作品中に現れる様々なく放浪

者〉たちは、幼児期から日本で教育を受けてきた'１｣l舐１人陶品孫の自分のアイデンティティーがどこに

あるのか日中の間で祐僅っている姿である。

ところで、n本時代の陶晶孫の作品に描かれている総てのく放浪〉は上のようなく放浪〉の範鴫に

取り込むことができるだろうか。ノL州時代の作,鼎,はllllillM,孫の大人'11界に対する嫌悪感と、それに対立

する純粋な子供世界に対する`憧れという思念を秘めている５１．こうしてみれば、九州時代の作品に描

かれている出来事は中国人のみならず、日本人を含めどこの'蚕1の人でも起こりうることである。とす

れば、九州時代にみられるく放浪肴〉は日中の間でｲｶ徳っているく放浪者〉と異質なものであるとも
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考えられる。

本稿は、「音楽会小Ｍ１』に現れるく放浪〉という言葉に焦点をあて、作品に見られる様々なく放浪〉

は一体どのような意味で用いられているのかを解明した｣上で、それらの差異をもたらした本源を探る。

更に、Ⅱ本留学時代における|liiWI係文学をどのように時I1jl区分すべきかを検討する。〈放浪〉という

キーワードを通して九州時代とそれ以後の作品とを比較分析することによって、ノL州時代における陶

晶孫の作家像をより明IWiに浮き彫りにしたいと考えている。

１〈放浪〉の使用状況

日中におけるlMillWl係研究ではﾉL州時代及びそれ以後の作品を一括して、Ｈ本留学時代における陶晶

孫文学として大雑把にまとめてしまう考え方もあれば１m、関東大震災を境界線としてその前後に線引

きすべきとする考え方もある7)。こうした時期区分のｲiりれについても筆者は完全には同意することが

できない。

胸,R,孫の創作生illiを通してみれば、彼は主に三地点で執筆していた。それは、｜]本→中国→台湾→

日本という流れとしてみられる。上述したiiil者の分け方に属する研究者は凡そその創作地の違いに

よって時期区分を考えたと思われる。後者を主張する研究者は関東大震災の前後に描かれている作品

のく性質が全く異なる〉と述べた上で、その特徴について次のように指摘している。

震災の後の陶品孫文学は（中略）i1Ilj《|人留学生の恋愛をテーマとしてよく描くのだが、それは

作者自身の生iiIiそのままのものであり、’三1常の世界である。それ以前の陶品孫の作品でも恋愛と

いうテーマを扱ってはいる、しかし（'１１略）恋愛と言うよりも、述命というべきである、（中略）

その上震災以iiiの作品中の人間関係は、ほとんどが死を以ってその帰結としている。震災後の日

本での作品では死は扱われない、それらは現世的で、より直接的な文学だと言える３１。

確かに引用文のように、震災以前の作,Ｆ１と比較してみれば震災後の作,R,で死が扱われていないこと

が、震災後の陶品孫文学の特徴の一つであることには全く異論はない。しかしながら、前述のとおり、

九州時代とそれ以後の作品との違いは、」二のような結論とほぼ変わりがないことが分る。その｣二、陶

晶孫が九州帝国大学を卒業してから再び筆を起こしたのは関東大震災後の翌々ｲ'三の1925年である。震

災以前の作品といい、九州時代の作品といい、作品の数は変わりがない。そのため、陶晶孫文学を関

東大震災前後に境界線を画そうとも、九州時代に境界線を画そうとも、大差はないと思われがちであ

る。しかし、ここで筆者はあえて日本留学時代における陶陥孫文学を九州時代と九州時代以後に分け

なければいけないと主張したい。その理H1については後述するが、ここではまず、この時期区分に

従って各時期に登場するく放浪〉についてみていきたい。

『音楽会小曲ｊに見られるく放浪〉は以下のような作,Ｈ１に現れている。ここではさらに、〈放浪〉と

語義の通じるく標i1$|〉・〈漂流〉・〈流浪〉をも視野に入れて考察を加えたい。
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(表１）

(※「水葬」に見られるく放浪〉は気ままに振舞うと解釈）

上掲の表からわかるように、『音楽会小曲」の中にく放浪〉は５篇の作品に登場している。その中

で、「水葬」にみられるく放浪〉は中国語の本来の意味一気ままに振舞うこととなり、「水葬」を含

め「吟達門的珈琲店」「CafePipeau的広告」三篇の作品からくtij樫う〉という意味を表す中国語とし

て、〈放浪〉の代わりにく漂泊〉.<漂流>・<流浪〉が用いられていることに注目したい。詳細について

は後述するが、結論を先に言ってしまえば、「音楽会小曲」以後の作品になると、陶晶孫は日中にお

けるく放浪〉の意味の違いに気付き、日本語く放浪〉の意味を表すためにそれに相当する中国語く漂

泊〉などを使い始めたが、しかしながら、言葉がかわったと言ってもこれまで好んできたく放浪〉に

対する関心は一向に変わりがなかった。

次節から各時期におけるく放浪〉及びく漂泊〉などの言葉がどのような意味で用いられているのか

について検討していきたい。

２九州時代のく放浪〉

そもそも、〈放浪〉という二文字が初めて陶晶孫の作品の中に現れたのは、彼が最初に中国文壇で

発表した戯曲「黒衣人」（初出『創造季刊ｊ第一巻第一期1922.3）であった。「黒衣人」については拙

論を参考にされたい’1.ここではこのく放浪〉に触れた部分だけを取り上げてみる。

「黒衣人」でく放浪〉という言葉を口にしたのは兄の黒衣人であった。室内に入って兄のピアノを

聞きながら死の意識を持つようになった弟Tettに、兄黒衣人はこれまで二人が共に歩んできた道を

回想し、自分たちを囲んでいる醜悪な大人たちから逃げるために、これからく我I]丙人柱世界上去放

浪雲。（二人で世界を放浪しにいこう)〉と提案した'U)。

舞台背景を紹介する他の文の中でく太湖〉という中国の地名が出ていなければ、戯曲「黒衣人」は

日本と中国のどちらの国のことを描いているのか、非常に判断し難い。なぜなら、前景に現れる景色

が中国で名高い太湖でありながら、登場する主人公Tもttが身に付けている洋服は当時の日本の小学

校で生徒たちが着用した制服の一種とみられるからである。このような奇妙な構成は、日本留学を体

験してきた陶晶孫文学における独特な手法と看倣してよいだろう。

１０歳で父親と共に日本にやってきた陶晶孫は、中国伝統文化の学習を中断し、全く異なった言文一

致のＨ本文化を学び始めた。Ｈ中両国における文化の差異が日本に来た当初の彼に並々ならぬ衝撃を

与えていたことは簡単に想像ができる。しかしながら、「亡弟陶烈的略伝」によれば、東京で過した

中学校時代と高校時代が弟陶烈のみならず、陶晶係にとっても非常に満足のいく生活であったことが

時期 各期の作品数 作品に見られるく放浪〉 作,lRjにみられるく漂泊〉・〈漂流〉・〈流浪〉

ﾉL州時代 ５臓 ２篇
｢黒衣人」

｢洋娃畦」

九州時代以後 14篇 ３篇

｢暑假」

｢音楽会小1'１１」

｢水葬」※

３篇

｢吟達門的|↓iⅡ俳店」

｢Ca随Pipeau的広告」

｢水葬」
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分るⅡ》。また、陶晶孫の小説のＬｌ１にも東京に深い愛情と'憧れを抱く描写がよく表れている'2'。そもそ

も故郷とは何も生地だけを言うのではなく、自分の根っこが府立一中で培われてきたと語る陶晶孫に

とっては'３１、恐らく'１｣|】〈1より日本、いや、東京こそが故郷と言えるだろう。かくして、陶晶孫は１０歳

までの記憶に｣こまった１１』国のイメージと、その後日本で体験してきた生活とをミックスして「黒衣

人」に書き込んだと窺われる。

日中両国の要素がｲiりれも織り込まれている「黒衣人」は、それまでの|MilIlilI孫自身の成長過程と切っ

ても切れぬ関係があったことはこれまで述べてきたとおりである。ところで、作品を通して当時の日

本に対する憤慨と祖|玉|に対する思いを訴える姿勢を構える同時代の中国人留学生と比べると、「黒衣

人」では、日本あるいは'二''１郵に対するこのような感情を訴えることは一切見当たらない。

ここで、先に収})｣為げた「黒衣人」の作品で現れてくるく放浪〉に再び立ち返ってみよう。弟T℃ｔｔ

をく二人で世界を放浪しにいこう〉と誘った兄黒衣人は、別に日中両国の狭間に立たせられ、自分の

アイデンティティーを確認できずに悩まされているわけではない。彼は自分たちを取り巻く環境から、

更に言えば、俗世に属する大人の世界から逃げるためにく放浪〉という手段を選んだのである。これ

は前述した中西氏と'１]村氏の強調するく放浪〉の意味合いと全く異質なものであることが分る。

さて、同時代の作品「祥娃娃」に現れるく放浪〉はどのような意味が用いられているのだろうか。

｢洋娃蛙」の作中にはく放浪〉という文字が三箇所ある。－箇所は、音楽会を開く老婦人を紹介する

際、〈那是声采家的某図的夫人、在他的放浪世界的生活中、要来Ｊｆ音朱会了I'１（あれは声楽家をして

いる某国の夫人で、’1k界を放浪する生活の中で音楽会を開きにきたのだ｡)〉二箇所は、呆然として演

奏会場に入った女生徒が眼を|》]じたまま音楽を聴いている時に、〈放浪歌〉という歌が耳に流れてき

たところである。このく放浪歌〉を減奏したのはほかならぬ彼女の先生であった。この歌を演奏した

のは彼女に別れを告げるためであったことは、後に教師からの糧き手紙で分かる。このく放浪歌〉は

あたかもこれから教師が歩もうとする人生を暗示している。〈放浪〉に関するもう－箇所は、教師か

らの手紙である。〈我ﾗ曝了一切、我要眼随那老躯、放浪在世界的老夫人、我倣弛的伴奏着、上世界上

去了。（僕は全てを捨ててあの老夫人についていく。世界中を放浪している老夫人、僕は彼女の伴奏

者になって世界に飛び込む｡)〉世界に放浪に行くとはっきり書いていないものの、世界中を放浪して

いる老夫人の伴奏者になるということは自分もこれから老夫人のようにｌＵ:界LIIを放浪することにほか

ならない。そのことを自分を慕う女生徒に暗に示しているのである。

「洋娃蛙」を読んでもどこの'五|のことを描いているのか、全く掴めない。中国語で書かれているこ

とから中国でのＨ１来4$と判断してもいいものの、日本で創作したことから|]本譜を中国語に訳した物

語として読まれても全く違和感を覚えない。国・民族という意識が「黒衣人」と同様、「洋娃娃」で

も－毫も読み取れない。拙論「｢迎命」という視点からみたｉ木犀」と『洋娃蛙｣」で述べてきたとお

り'5)、既に立派な大人になったピアノ教師は常に往事を偲んでいた。成長に対する抵抗感と、運命に

対する無力感から教師は現実逃避するためにやはり黒衣人と|可じ道－１１t界を放浪すること－を選

んだのである。

現実から逃げるためにピアノ教師と黒衣人が同じ行動を取ろうと考えたことは、たまたま陶晶孫が

創作するときに偶然に一致させたのであろうか。「黒衣人」と「洋娃畦」を除き、九州時代の他の三

篇の作品には、〈放浪〉という二文字は出現していない。しかし、三篇における主人公たちが何れも

現実世界に対する疎外感を感じていることは、これまで述べてきた「黒衣人」と「洋娃蛙」と相通じ
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ている。

「木犀」に幾場する主人公素威はもともと来京で過ごしてきたシテイポーイである。できれば東京

の大学に進学したかったが、それは11|･わず、田舎の九州へく流されてきた>・九州での生活は彼が

く当てのない>、〈悲`惨〉などで形容している如く、決して楽しくなかった。往時を偲ぶ素威は、現実

世界とく甚だ'lliたっている〉と、「|比している。あたかもそれに対応しているように、現実世界を描

いた始めと結末の部分を除けば、作,Ｈ１の''１心は過去をめぐるＩｌ１米ﾘﾄﾞである。素威は生身を現実の世界

に置きながら、内心では楽しく過ごしてきた少年時代を求めている。－．体それはいかなる意味を示し

ているのだろうか。現実世界に安住できず、過去と現実の間を絶えず往来する素威はこれまで分析し

てきた黒衣人、ピアノ教師と同じく、現実１１t界から離れようとする人物である。

九州時代の小説「剪春難」は、二人の男子生徒同士の恋愛物語を描いているものである。拙論「陶

晶孫と精神医学一「剪春蕊」について－」で述べたとおりＩ１ｉ１、人為によって肌｣|ﾆできない成長の

前でく葉〉は、〈緑〉との純粋な愛を保つために死への道を選んだのである。「剪春NMUは「木犀」と

比較してみれば、主人公く葉〉と素威は人物の年齢設定の差異があるためか、素威ほどはく葉〉の現

実世界に対する疎外感をはっきり語られていない。しかしながら、以下のような幾つかの場面から

く葉〉と彼を収I)巻く環境との隔たりを垣|Ｈ１見ることができる。

例えば、’11舎の学校に慣れないく葉〉は、寝室のベッドの１１に座ったまま家族のことを思い出す。

今の学校にはＦ１分と同じ幼年の学2kが一人もおらず、悲しいことが満ちている。それに反して、〈家

にはお母さん、お祖母さんと|］分の玩｣三Lがある>・’三|のiMiに現れているいろいろな情峨と、これまで

過ごしてきた41皇iiliとを対比している'１１で、現在の寮生活ではなく、家族と共に過ごしたいという

く葉〉の気持ちを容易に察知することができる。

また、この学校に来させたのはくすべて父親の名誉欲のせいだ〉と訴えるく葉〉に注|皿たい。作

品の中でこの一ｲﾘ以外にく葉〉がこの111舎の学:佼に入学した弘1M['1は一切言及されていない。しかし、

このわずかな貢葉から、田舎の学校に入学したのはく葉〉本人が望んだことではなく、父の要求に応

えるために強制的に入れられたことを、窺い知ることができる。さらに、家族宛の手紙の中で、学校

が如何に悪いかや寝室が如何に不便かなどを語っている。ｉｉｉＩＩｌの拙論で述べてきたように、〈葉〉が

手紙を書いたのは父からの理解を求めるためであったが、一方、この手紙を通してく葉〉が自分を囲

む環境に如何に憎恕を感じているのかも窺われる。こうしてみれば、〈緑〉と親しくなるまでのく葉〉

は、なかなか周囲に馴染めず落ち論〈ことができなかった。〈緑〉と知り合ってから漸く現実･世界と

馴染み始めたと思ったものの、今度はく緑〉の父からもたらされた不安感と人間を含む万物の成長に

対する」１Ｍ感を感じたく葉〉は、ＩＩｉぴ現実111:界からの疎外感を感じ、死の道を歩んだのである。

九州時代において、これまで述べてきた黒衣人、ピアノ教liili、素威、〈葉〉のように、過去（少年

時代）に対する惚れと、現実１１t界に対する疎外感を持つ人物たちは、実は九州時代のiiili後の作品「尼

庵」にも表れている。兄と純粋な愛ＩＷを育んできた幼少時のことを懐かしく偲ぶ妹は、大人になるに

つれて周囲の環境に馴染むどころか、常に圧力を感じ、兄、親に対する執着さえもなくなったという。

最初、俗世界から逃げるために世ｌｌ１ｊから遠く離れた尼寺に妹は身を隠そうとしたが、尼寺で漸く見つ

けた妙１Ｍとの純粋な愛と心の安静も束の間、兄の登場によってそれらは打ち破られてしまう。結局、

妹はく葉〉と'１１様、過去の生活に対する名残,惜しさがあるものの、過去に戻りたくても戻れない。一

方、自分を１１Ｍ|)Hむ環境一現実１１上界が嫌で離れたくても離れることができない。最後に彼らを迎え
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る場所は死の世界をおいてほかになかった'7'。

こうしてみれば、九州時代の陶,鼎,孫にとってのく放浪〉はく中国に|=lを向けながら日本に留まり、

日本の内なる異邦人として浮遊しつづけ>、〈内なる異邦人という居場所に出口のない〉'8)ため坊復う

のではなく、ただ自分を取り巻く環境に`慣れずに現実から逃避するためにどこかに逃げ出したいとい

う意１床を持つものである。

３九州時代以後のく放浪〉

前掲の表ｌから分るように、九州時代以後の作品に〈放浪〉が登場するのは「暑假｣、「音楽会小

曲」と「水葬」の三篇だけである。また、「水葬」にみられるく放浪〉が中国語の元来の意味に用い

られていることを考慮すれば、実際にく放浪〉をくさまよう〉という意味として用いている作品は

｢暑假」と「音楽会小曲」二篇しかない。九州時代以後のく放浪〉の使用例は少ないと思われそうだ

が、この時期には日本語くさまよう〉を表す中国語く漂泊〉・〈漂流〉・〈流浪〉がよく用いられている。

その変化は一体何を示しているのか。また、両者は陶晶孫にとって同様の意味で使われているのだろ

うか。さらに、この時期の作品にみられるくさまよう〉と、九州時代のそれとは同質のものであろう

か。本節ではこれらの疑問を解き明かしていきたい。

〈放浪>、〈漂泊〉などの言葉は作中にどのような意味合いで用いられているのか、作品に沿いつつ

みてみよう。

我是走去走来到処都没有家庭的放浪人、所以只会j丼架空的恋愛。（僕はあっちこつちに行った

り来たりする家庭のない放浪者だ｡だから架空の恋愛しか語れないんだ｡）（下線は引用者以下

同様）（｢音楽会小曲」１９２５．１２．６）'９）

「音楽会小曲」は「春」「秋」と「冬」という三つの副題によって構成されている。一つの副題のも

とで独立した－つの物語が描写されているが、何れも音楽に通じる主人公達の恋愛物語である。九州

時代以後に最初に現れるこのく放浪〉と、これまで考察してきた九州時代にみられるく放浪〉とは全

く異質なものである。確かにこのく放浪〉が用いられている「冬」の節だけをみれば、男性教師と女

子生徒という人物設定には、九州時代の作品の名残が多少残っているとみられる。しかし、大人世界

に嫌悪感などを抱く九州時代の主人公たちと比べると、この作品における主人公にはそのような態度

が少しも見当たらない。

作品の第一部分に当たる「春」をみてみると、これまで陶晶孫の作品の中に全く現れてこなかった

言葉が目を引く。それは主人公が自ら女性相手に打ち明けたく僕は支那人だ〉という言葉である鋤)。

この台詞がなければ、日本を背景とするこの作品は日本人の物語として読まれても全く違和感がない。

しかし、このようなわずかな言葉が加わることによって、作中人物たちの言動には新たな解説を加え

ることができる。つまり、この作品にみられるく放浪〉は、単にあっちに行ったりこっちに行ったり

する単純な行動を表すだけではなく、定まった住所がなく日中の間を往来している－人の中国人の妨

僅う姿を暗に表している。

迩是他戴小学帽吋候1ﾘT留日中国同盟会的成立、跳泣他的心筋、今天巳鑑没有希望与中隼民国、
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他只想他久留'-1本、已瑳ｲﾐ能合''１|玉１人的国民性、他党得他足１１１:界-ｔ的放浪人、他情感被ﾉL位同期

留日的l可学以ｿｿﾞ久留日本imll本化、他要唱音爪与他的心中丁。（まだ、小学１kのＩ１Ｉ子を被ってい

た頃、彼は１１本に留学している人々が中|菰||剛M1会を設立したことを聞くと、胸がどきどきした。

が、今はもう'１１華氏風にIﾘI侍をしていない。彼はただＨ本に焚く留まりたいだけだ。中|工１人の'五｜

民性とはすでに合わなくな｛〕、’二１分が世界の放浪者であると感じている。何人かの同期の中|玉1人

留学生に長くI]本にいたため１１本化してしまったと思われても、彼は自分の内心を音楽を通して

歌いたくなったご）（｢暑假」1926.9）

この作品の冒頭の部分に〈鹸近、彼は熱心にピアノを弾いている。二年後にどうしても中国に帰ら

なければならないので、その前にく￣トーヴェンの後期のソナタをしっかり身に付けたいと、彼は

思っているからだ｡〉という文章がある。〈二年後にどうしても巾匠1に帰らなければならない〉という

筒葉から、本人は｜M}Ｉ玉|を望んでいないと分かるに,」､の引用文にあるように、むしろ、〈日本に長くｆＷ

ま〉ることを切に望んでいる。また、リ|用文から、彼が１１ｺ国に帰りたくないＩｌＭｌをhIl1H見ることがで

きる。それは、〈１１t界の放浪者〉と、認する彼が机I'(|の発展を当時のくLIi華民国に期待していない〉

からであり、１ｺ分が｢'1国人でありながらくし|』1K１人の１，(|民性とはすでに合わなくな〉ったからである。

11111両国の間に)rたされ、苦渋の選択をしなければならない一人の111ｌｘ１人の内心が生々しく描かれて

いる。それは母liIilである中国にliIlるか、それとも親しみを感じている｢|本に残るか、という陶晶孫の

野時の心境をありのままに反映しているといえるだろう。

ここまでみてきたように、この時期にみられるく放浪〉－}馴腫|に疎外感を感じ、異国に安住を求

める一人の中１K１人のｲｶ樫いは、何れも｢'１村氏らが指摘したく放浪〉とIii1じ意味を示している。

iii述のように、この時期にく放浪〉の代わりに、それと語義の皿じるく漂泊〉などの言葉も現れて

いる。これらの謙業に、陶晶孫は一体どのような思いを寄せていたのだろう。

他在北京街lr漂流、吋候１１{是i1腫冬。（彼は｣ﾋﾙ(の街をｲｶ径っていた。季節はちょうど厳冬だ｡）
．、ヘジ､ジーマヘグー

(｢吟達門的11iI11り|:店」下線ﾘ１１１１者。以下同様）

作品の末尾一く又漂流到北京街上去丁（また北防(の街を坊裡いにいく)〉が、作,Niの冒頭に当たる

｣と記のり|用文とⅡ乎応している。また、北京にいたJIl1lllを説明する作,Ｈ１の鹸初の部分にも、ほぼl可じフ

レーズー<ｲﾋﾟ北ji(街上漂泊〉〈標ir1北京〉〈漂流化|上)j(街上〉が、繰り返し描かれている。〈北京をイカ

樫っている〉という言葉から登場人物が不安定な状態に陥っていることをはっきり読み取ることがで

きる。どうしてこのような精ﾈﾘI状態に追い詰められていたのだろう。その続きに、この種明かしをす

るような文章が描かれている。

この時、彼は猛烈な旅愁を感じたのだ。１１t界のどこが彼を受け入れてくれるだろうか？故郷だ

ろうか？“(iﾘもない,,故郷には、彼は行く訳には行かない。｜]本だろうか？彼も'二１本のことが嫌

いではない。むしろ日本での研究生活に愛読を感じている。しかし、金がなくて日本に住むこと

ができない。こうして、彼は北京を選択するという結論を{}Ｉした。そして、今彼は北京にきた

－それで彼はまさにSlraIlgcrの苫悩を感じているのだ。
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上掲のり'１n文から、「1本に残りたい、しかし、中国にｲ１１}らなければならない、という衿渋の選択を

迫られたSii人公が、北京を流浪せざるをえなかったことを窺い知ることができる。一人の'''1'【1人とし

て、そして、人家族の｢'１の長男としてﾉ|くまれてきたという1i,i命を背負った胸１W,孫は、雌終的に｢]分の

回帰する場1ﾘ｢がI11lXIしかないと倍l〕ながらも、祖匡1に疎外感を感じる。－ﾉﾉ、これまで'21分の文化の

母体を育んでくれた｢１本に深い愛粁を感じながらも、１１本にｲﾃをＩｉりけなければならない。これは、正

しく異文化のＩｌｌで育てられた一人の人''１１の心の葛藤である`，こうしてみれば、「吟達liII的Ⅱ11111ﾘＩｉ１Ｉｌｉ」に

みられるく漂流>、〈標１１１１〉という討蝋よ、これまでみてきた「杵假｣、「商楽会小}'１１」にみられるく放

浪〉と全くliil蘭のものである二

枕llI}我{'1老板ｿ|:ll1111Uﾄﾞﾙi響、幹:処他ｉｌＷ１的迩域。（いっそボスにカフェでも|淵かせよう。それも
゛、ハエ～■〆軋行‐

彼にとっては放浪の続きといえるだろう。）（｢Car６１'iI)(！【'1'的広IIf｣）

他MiW他的海外一漂泊”鈴圷多文と家('１（後略)。（彼は｢|分の海外での放浪生活を文銭家たちに
～～～～Ｐピナー

|蹴る。）（Iil｣二）

「llf↑達''11的ll111ﾘ|:1,1i」とlilじく「Caf(WiI)eilu的広告」にも、政Mfから奨学金を削減され、途力にくれ

て中風に｝１１}らざるを得なかった一人の'''1'(1人が描かれている。職探しのために'１｣|頚lにｌｉ１}ったのである

ことは、「吟達|ⅡI的UlilllUl:1,1i」のようにはつきl)苔かれていないが、「ボスにカフェでも|)lかせよう」と

いう嵩葉から、ｊｉ人公が州'1(|したのは職を探すためであったことが推察できるだろう。これまでの海

外生活をく澱ir1〉と形容し、一ﾉj、これからの中匡1での'Iiiハーカフェを|)M〈ことも、〈澱ilG1の続き〉

と職えている。つま})、〈海外＝標in>･<|H1内＝漂泊〉というＩ地上から、外ljElでも母国でも'21分が安住

する』MiUTを1,11つけられないiﾐ人公は、「11介達ｌ１１的IDu11ﾙ1,1i」のi;人公とlDl様、１１t界1-|｣に''１分を受け入れ

る場所を探し続けているのである。

他('１人概是流浪'１１:界的人、也必)とｲ柵意的人Ｉｉ１ｒ、イ《ｕ１'Wi是太不好了、大放浪]"。（恐らく彼

ら（''１１K１人一ﾘＩ)１１粁注）はllt界を流浪している人々でしょう二：それもきっと不遇な人々です。

しかし、賭け４１をするのはあまりよくあI)ませルム(ままにふるまいすぎますこ）（｢水葬」

1927.3.20）

上掲のり'１１１文は、三ii人公静成と(ﾘ親が、船の'１ｺの[|｣IKl人ボーイによって１１１国人の群れのﾉjに追い払

われたとき、賭け１１１:をしている１１』１K|人が'1に入ってきたﾙﾙ1,iで、１砒親の発した感慨である：ここで注

Ｕしたいのは、〈流浪〉とく放浪〉二つの0『災がlil時に現れていることである。

これまでみてきたように、ノL州時代以後の作品に兄らｵしるくさまよう〉を表すl1ilK1i濡一く放浪〉

であれ、〈襟i1,1〉.<漂流>・<流浪〉であれ、いずれもＨ１ｌＩの狭|A1に!rたされた一人の,１１１，(|人のf1fしむ姿

を明1‘1に衣している。「水葬」に｝|Wかれている、国内で思いどおI)に行かない,IjIIil人たちの姿は、自

らく'''１１(１人のlRl民0性にはすでに合わなくな〉ったと語る「Ｍ１艶」の1：人公と、或る一ｍiにおいて相通

ずる要索を|ﾉﾘ巴している。（ill:かに、’''1Ｈ１で冷遇され、１冊｣ﾙ)ﾘ｢が)(Lつからず、’１t界を放浪するまでに追

われた'１ｉｌｌｉｌ人と、llI1Klに疎外感を感じ｢Ｉら'１上界を放浪したいとi滞る「粋ＩＢＵの頓人公たちとは全く
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違った人物であるが、母腫1に安住の地を兄つけられずに、｝ﾘ'五|と外'五1との間でｲｶ纏っている点におい

ては、「水葬」にみられるく流浪〉はこれまでと同質なものといえる。

ところで、ここでのく放浪〉は、Ｉ甚述のように中国語の〕C米の意味で)|]いられている。これまで論

じてきたように、１０歳で11本にきた胸,１，１，孫は杜語であるil1lK1iiIiよ')、かえって[1本譜のほうを流暢に

使いこなすことができた。中[玉1語でill:かれた作品の中にもⅡ本iWiがそのまま頻繁に用いられている割'。

それゆえ、IlIIiil謡く放浪〉に対するfll1解も、恐らく「勢股」を１１；き終えるまで、［１本識く放浪〉と同

じものだと、胸１Ｍ,孫は考えていたに述いない型'・～何かの機会に''''五|語く放浪〉の元来の愈味を知り、

これまで好んできたこの言葉をく漂泊>･<漂流>･<流浪〉に改めたのである。上の引用文のように、日

本語く放浪〉を表すi-ljlJ【1語く流浪〉とIl11K1iWi〈放浪〉のうC米の意味と両者を同時に表現していること

も、彼にく放浪〉に対する理解の変化があった証左となる。しかしながら、用語が変わっても、〈漂

泊〉・〈iW1流〉・〈流浪〉の言葉に秘められている主人公の心境は、九州時代以後の作tW1にみられるく放

浪〉と一致している。つまり、陶ＩＷ１係はく放浪〉におけるI]'１１の速いに気付いた後も、’1本謡で言う

く放浪〉に執粁し続けているのである

４日本留学時代におけるそれぞれのく放浪〉の異同とその生じた原因

これまでみてきたように、収}〕巻く環境に,ｌｆｌれずに現実から脱Ｈ１したいという九州時代にみられる

く放浪〉と、’'''五1生まれ'二1本育ちの特色を持ち、日中両ＩＲＩの{'りれでも魂の安住を得られないという九

州時代以後にみられるく放浪〉と、その二極二様の標il]肴の湊が陶品孫の作,Ｈ１に共存している。同じ

日本倒学時代に創作されたこれらの作,W,になぜこのような逆いが生じたのだろうか。ここで、陶品孫

の生い11/:ち及び執筆当時の陶晶孫を取り巻く環境からこの疑ＩｌｌＩを解き明かしたい。

１０歳で海を渡}〕、日本にやってきた胸1W,孫は、東京の錦蕪'１､学校に入り、その後、府立一ｌＩＩ→第一

高等学校という当時のエリートコースに沿いつつ、進学してきた．‐商を卒業してから、そのまま東

京帝IRI大学に進学するのは、自然かつ型1然な道だと、li1l1＃代の人々はそう思っていた。まして、成績

が優れていたlMM1IWl係は、それ以上に思い込んでいたと考えられる。また、これまで、趣味として身に

つけてきたlif楽、彫刻、絵画などを、彼は》'1時最先端を）上っていた帝IRIの都一東京で続けたかった

に違いない二しかし、父親の命令でﾉL州帝lKl大学を選ばざるを得なかった。これまで、li1時代の日本

の若者、特にliil時代の来京に住む若背と共に歩んできた胸,M1係にとっては、目に映る柵Ｎｉは辺鄙で無

味乾燥なH1｝に過ぎなかった望机。

左遷されたかのように、九州に流れてきた陶iWi孫にとって、これらは全て運命としかFirいようがな

かった。しかし、この運命を克服できるI111i-の手段といえば、141分が成長しないということしかない。

つまり、幼少ｲ1三のままでいられれば、火〕j(から離れることはまずない。しかし、現実１１t界では連命に

逆らい成父をlll止することができなかった陶品係は、結ﾊﾞﾘ、iill作という手段を手に入れ、｜矢学におけ

る実験的〃法を用い、作,Ｗ１を通して121分の思考を訴えることしかlll来なかった。そのため、ノL州時代

の作品をＩＭＩ鰍したところ、〈運命〉やく幼ｲ'三〉などの言葉、あるいは、俗１１ｔに対する嫌悪感と幼年時

代に対する憧れが、何れの作品にも表れている。このように、常に現実（九州での生荊）と過去（東

京でのﾘﾐ活に対する思い）の間を柱通している陶品孫であったが、一日.九州からり|き揚げると、その

ような思いは途端に消えてしまう。従って、それ以後の作1Mからは、〈黒衣人〉〈素威〉などのような、

現実と過去のlllIでｲｶ役う}iﾐ人公たちの姿もliil時に消えることになる。ｉiii褐の'1､崎氏は、ノL州時代の作
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品とそれ以後の作品との違いは、関東大震災からもたらきれたものだと指摘しているが、今まで考察

してきたように、福岡から引き揚げたとたんに、陶晶孫の心境ががらりと変わり、作風に影響を与え

たことは明らかである。

ところで、前述したとおり、九州時代の作品は中国の地名がなければ、日本人が響いた作品として

読まれても少しも違和感を生じない。それは正しく、これまで述べてきた九州時代の作品に秘められ

た陶晶孫の思念と深い関係がある。九州時代における陶晶孫は、都から地方に流れていった当時の東

京人の行動や思考と、全く軌を－にしている。当時の陶晶孫は自分が中国人であることを全く自覚し

ていなかったわけではなく、九州帝国大学に入ってから、郭沫若をはじめ多くの中国人と付き合って

きた陶晶孫は、常に自分が中国人であることを自覚していたはずである。それにもかかわらず、九州

時代における陶晶孫が最も関心を持っていたのは、中国人という認識より、自分の文化の根ざすとこ

ろ－東京に戻りたいということに他ならなかった。そして、その思いを作品の中でく放浪〉の二文

字に仮託したのである。そのように見るなら、この時期の作品にみられる中国の地名は、唯場所の記

号にすぎず、日本の対立項として用いられているわけではない。中国という概念は恐らく九州時代の

陶晶孫にとって稀薄であったと考えられる。

さて、九州時代以後の作品にみられるく放浪〉は、東京と日本の地方都市の間で坊僅う九州時代の

く放浪〉と違い、日本と中国両国の間で妨復う一人の中国人留学生の姿である。両者におけるく放浪〉

の意味は明らかに変化した。その変化は単に言葉における意味の変化だけに留まらず、九州時代以後

の陶晶孫の内部で何らかの意識の変革が起こったことをも表している。一体、九州時代以後の陶晶孫

にはどのような意識の変革があったのだろう。

まず、九州帝国大学を卒業した1923年３月から、日本を引き揚げた1929年１月に至るまで、実証的

な資料と自伝的な小説を基に、陶晶孫を巡る出来事を時間順に整理してみよう。

(表２）

年月ロ

1923．

夏休み

19239

1923.3-

１９２４３

1924.3.3

年月日 自伝・資料からみられる出来事 自伝的小説からみられる出来事 陶晶孫に関わる政策と事件

1923.3.30

｢対支文化事業特別会計法」

による「支那学生学資補給」

が発足。

1923.4

東北帝国大学の物理学教室と

医学部の生理学教室に同時に

入る劃'。

Ｓ大学の物理教室に入ると生

理教室の助手になる。（｢女学

校的訪問｣）

1923.

夏休み

一時帰国。上海と北京で友人

運と会う巧i。

最初の北京での滞在を描いて

いる。（｢吟達門的珈琲店｣）

1923.9 関東大震災が発生。

３
３

３
４

肥
兜

１
１

官費から一年間の実習費用を

貰う泌)。

官費から一年余りの実習費を

貰う。（｢I浩達門的UIIlllﾘﾄﾞ店｣）

1924.3.3 日本人佐藤みさをと結婚。

1924
｢支那学生学資補給」申請に

不合格。（｢理学士｣）

｢特選支那留学生」制度は

1924年から実施。

1924年秋から

研究室の助手として半給をも

らえるようになる刀!。（｢理学

士」と「特選留学生｣）



陶品係の日本時代一九州時代の作品とそれ以後の作品との遮いは何故生じたのか 343

1925.1

1925.7.22

1926.6

1929.1

〈放浪〉が初めて九州時代以後の作品に現れたのは1925年１２月に轡かれた「音楽会小曲」である。

上掲の表２と照合してみれば、それは既にく特選支那留学生〉として東北帝国大学に在籍していた時

期である。毎月100円ぐらいの奨学金をもらっていた陶晶孫は、月40円の手当てしかなかった研究室

の助手時代と比べると、非常にゆとりのある生活を送っていたと考えられる。それにもかかわらず、

なぜこの時期からこれまで陶晶孫の中で薄れがちだった中国人意識が芽生えてきたのだろう。また、

進学した東北帝国大学が九州帝国大学と同じく地方都市にあるにも拘わらず、この二つの町に対する

心境に何故そのような差異が現れたのか。九州時代とそれ以後にみられるく放浪〉の相違を生じた原

因を明白にするためには、この二つの疑問を解き明かさなければならない。

まず、同じ地方都市である福岡と仙台に対して明らかに異なる感情を抱いたのは、次の二点から説

明が出来る。

一つは、東北帝国大学が位置する仙台は東京からの距離が九州と比べ、遇かに近く、陶晶孫は頻繁

に上京することが可能だったからである36i･そのため、九州時代のように東京に対する思慕が自然と

薄れていく。もう一つは、後に妻になる佐藤みさをが仙台にいたからである。ここでは紙幅の都合上、

二人の恋愛の経総については触れないが、佐藤みさをが、姉佐藤をとみと郭沫若の暮らす家に同居し

ていた陶晶孫と初めて会ったのが、1922年の夏であったことは押さえておきたい姉。

次に、これまで影を潜めていた中国人意識がなぜ1925年になって蘇ってきたのか。作品にみられる

この変化は、無論作者が創作する際に突発的に現れてきたものではなく、作者の内部に蓄積されてき

た思いを表していると言ってもよい。ところで、いかなる出来事が陶晶孫にそのような思いをさせた

のだろう。上掲の表２から1925年前後の彼をみてみると、この時期に彼には三つの悩み事があった。

一つは、1924年３月３日に日本人佐藤みさをと結婚したこと。今まで只管父親に従順だった陶晶孫

は、初めて自分の意志で結婚を決めることができた。それは、彼にとって何よりもうれしかったに違

1924の後半か

ら
中国に半年ほど滞在劫)。

北京と江南での職探しについ

て描かれている酉!。（｢吟達門

的珈琲店」と「Cal6Pipeau
的広告｣）

1925.1 北京から日本に発つ卸)。

1925.4
｢特選支那留学生」に選ばれ

る
31）

０

特選留学生に選ばれる型》。

(｢特選留学生｣）

1925.7.22
特選支那留学生として修学旅

行を申請する麺'。

｢特選支那留学生陶熾二修学

旅行費支給万二関スル件」

1926.6 医師免許証を受ける別)。

1926.9

東京帝国大学医学部助教授を

拝命し、泉橋慈善病院で医師

として働く。

1928.1
現時点でも特選支那留学生と

して在籍している玉)。

1928.8
博士護文を轡かずに東北帝大

を中退。

1929.1 日本を引き上げる。
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いない。しかしながら、佐藤みさをとの結婚は凡て順風満帆に行われたのではなかった。澤地久枝氏

の記述によると慾!、佐藤みさをの親を含め彼女の親戚がくうちからシナ人と結婚するような娘を出し

ては御先祖様に111しわけがない〉と非難し、結婚式には誰も参加しなかったことが分かるｃやがて、

<結婚後に挨拶に訪ねた次女の婿（胸,lib孫一ﾘl1l1者注）をすっかり気に入って、いい親子関係がで

きあが〉り、胸,W,孫と佐藤みさをの二人の間でも〈''二１１１１人と日本人の結婚のむずかしさなど、深刻に

考える必要のない弾らし〉が始まったが、結婚前、そして結婚式：Lillに１床わった佐藤家からの様々な

軽蔑は彼にとって容易に消し去ることのできないものだったはずである。中国人の血筋が流れている

ことを別にすれば、陶晶孫は普逝の|]本人と変わらず、それどころか、当時の東京のモダンポーイが

備えていた要素を残らず待っていた。だが、中'五|人というだけで、そのような侮辱を受けなければな

らなかった陶品係は、中国人を排除しがちな日本社会の実状を初めて思い知らされたといってよいだ

ろう。九州時代以後の作品に現れる主人公たちが、１１本人女性によくくまず、言っておきますが、僕

は中1玉１人です〉というシーンがある。それは結僻を巡って嫌というほど味わった屈辱感から生じたト

ラウマと看倣してよい。

二つは、1924年から1925年にかけて、〈支那学生学資補給〉とく特選支那留学生〉という二つの奨

学金を申請したこと。確かに、陶品孫本人は小説以外ではこの二つのことについて全く言及していな

い。そのため、訓`実であったかどうか、これまでの陶晶孫研究では暖昧不明瞭されてきた。しかし、

今回東北大学史料館の協力で、それが事実であったﾆﾘﾄﾞが明らかになった．本論文の趣旨とやや外れる

のでこれ以上触れないが、作品では、陶晶孫と見られる主人公無lllは奨学金を申し込むに当たって、

経理員をはじめ中国人留学生から攻蝶される。作,Ｆ１には表立って攻蝶者を批判する描写が見当たらな

いものの、〈外国にいる中国人留学生の一種の習性と思いあたった〉という語I〕から、陶晶孫の中腫｜

人留学生に対するlfi慨と失望は暗に伝わってくる。それは、同時代の中|玉|人留学生に対する陶品係の

見方の一端を表わしている。一方、傍観者あるいはWlI外者として'１｣'１１人留学生を観察する陶晶孫のス

タンスから、中|蚕1を母国として認め、それに対する愛情がいかにiiWいものであったかが窺える。

かくして、日本人である妻の家族から容易に認められない一万、完全に中国人に成りきって日本で

生活することが出来ない陶晶孫は、この時期から'１'１正|人にも日本人にもなりきれないディレンマに陥

り、｜剴分の本当の居場所を探し続けていたと考えられる。しかし、結婚後、妻の両親が中国人である

胸,M孫に対する侃兇を持たなくなり、また、1925年以除く特選支那１W学生〉に選ばれたことによって、

一旦、浮き上がりかけた、自身のアイデンティティーをどこに求めるかという悩みは、陶晶孫の心の

底に再び沈下し、その影は小さくなっていった。それゆえ、関東大震災後に日本文壇に登場する新感

覚派に陶晶孫は直ぐ引きつけられ、再び筆を起こし創作したのは外でもなく「温泉」に代表される新

感覚派からの影糾が強いとみられる作品群である狐)'。

ところで、｜]本人からの偏)iLや、奨学金を巡る謝々の苦悩は、llm1li1i孫の努力によって解決できたと

みられるが、この時期から、もう一つの悩みが彼に付き纏い始めたのである。それはほかでもなく就

職のことである。

自伝的な小説「J1I1学士」の主人公無遼は、先拙である中|玉|人留学生Ａの就職の経紳を耳にした際に、

〈就職にまだ取り立てて興味を持っていなかった>・金の苦しみをまだ味わっていない無量の語りから、

当時の陶晶孫の内心をも垣間見ることができる。つまl)、少なくとも1924年の３月までは、胸,鼎,孫は

就職について殆ど考えていなかったといえる。しかし、1924年４１二1から奨学金が打ち切られ、〈文jllj
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学生学溢補給〉のIIli;i1iも不合格となり、′ｌｉ１１１ｉは一変し貧|付のどん底に藩ちた。そのままでは研究どこ

ろか、所１１ｆを持ったばかりの彼にとって、家ルビをまず支えていくこともままならない。窮地に追い込

まれた胸ｌＷｌ係は、やむを得ずこのｲ'二の後〕'2から研究を''１W｢し、職を探すために中|:Ｈ１へ発ったのである。

〈友人と柵萄の木の下で葡萄を貧るように食べ（'１｣略）緑の木陰で親しく語})合った〉とIImlfMする

一昨年の夏の北京への旅と比べると、今l1ilの旅は心安らかな旅とはいえなかった。141伝的小説「暗達

門的Iﾘ1111ﾘﾄﾞ),li」から、はっきりとこの'１１１のことを察することができる。このような述いが現れたのは、

恐らくこれまでの力I}l1ilが陶品孫にとって、－．１Mi間者としてｌＩＩＩＲ１に触れてきたにすぎなかったのに対し、

今|回Iの就職を意識した帰国ではリアルな形で'21分が中lIiI人であることを思い知らされたためである二

ところで、就職活動によ'〕もたらされたl塒悩はく特選文llllfW学41三〉に選ばれたことによって、一時的

に棚｣こげすることができたが、根本的に解決することはできない。なぜなら、彼は学生として1]本の

大学で一生を終えることができないからである。退か”iLかれ彼は就職の問題にiiI1mしなければなら

ない。特に、長ﾘ)としてこの役|｣を果たさなければならない胸,W,孫は、愛着を感じる日本ではなく疎

外感を抱くＩｌｊＩＲ１で就職する以外には道がなかった二「啓假」にみられるく二年後にどうしてもｌｌ１ｌ葱1に

帰らなければならない（下線一ﾘ'１１１粁注)〉という語1)は、１［し〈陶品孫の:11時の悩ましい姿を鮮

明に映しだしている。

こうして、ノL州にいる間は來斯(に対する郷愁を一｢|も絶つことができなかったlImlIRI係は、來北帝国

大学に入学したことによって、地力都iljと来〃(との間を放浪する心をやっと落ち新かせることができ

たと思った途端、今度は、HilI1lIIjlKlの狭Ｉ１Ｉｌに'i/:たされ、I1lijll【1の'１１１を放浪することになったのである。

５小結

同じく〈放浪〉をテーマにしながら、ノL州111F代の作,ｌｌ,とそれ以後の作品には、それぞれ異なる意味

合いが含まれていることは、これまでの分析でIﾘ]らかになった。いずれの放浪者の姿も時期毎の陶晶

孫自身そのものを反映している。つまり、現実とかけ離れたようにみられる九州時代の作,Ｗ１であって

も、’１伝的な小説とみられるﾉL州''1F代以後の作ihIiであっても、これらに現れる主人公たちの思念は、

同時期における作者自身の思いと一致しているのである．

ところで、本械では1927年１０１１に'１１版された「音楽会小lllljについて論じてきたが、それ以後の作

品はどのように変わっていったのだろうか＝1929年ｌｊｊにAI}'五1するまでの一年あまりのlMjに、村１１１知

義の以戦人形劇「やっぱ}〕奴隷だ」（｢文蕊戦線」1927年７１１号）を''1国語に翻訳し、自らも反戦人

形劇「勘人和熊治」（｢創造)]1:Ⅱ」１９２８．８．１０）を書いた。プロレタリア文学としての色彩の強いそ

れらの作,11,は、了汗楽会小１１１」とはlUIらかに異質なものである。それは、帰国を控えた胸[儲孫が、日

本に残るか、I1I1KlにliI}るかという苦渋の選択から解放ざｵL、一｢1も1,1〈母国の軌道に乗ろうとする心

境を映していると詩えるのではないだろうか．これらの変避についてはまた別稿で論じることにした

い俗

注

l）〈迎命〉については例外が例ある。「rf楽会小Illlイiｕからく他山|虎iWL一十女lllj友的ﾀﾞ'３、忌不辿足一

十運命之戊（彼女の死がただ述命の悠戯にすぎなかったことが、彼にはわかっている。’ず線はり１用

渦･)〉という件が見られる．
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２）Ililrl語のく放浪〉はく気ままに振舞う〉を意味するが、胸Ｍ１係の作品にみられるく放浪〉は基本的に

１１本iMiのく放浪〉と看倣してよい(：例外もあるが、それについては論文中で具体的に触れていく。

３）［|i西ＡＩ〔代「胸,F1孫初期作品ＩＩＬ「汗楽会小１１１１」と新感覚派に'１Uする一考察｣、「東京女ニト大学[1本文学」

（835.)、1995年３月、ｐｌｌ６ｏ

４）１１１村みど}〕「浪漫空間「｢|本｣－胸,M孫「独歩」とア水ﾀﾄﾞ」を読む－｣、「司務文化論Ｍｕ、2002年

１２)｣、「業火学外国語センター、ＩＤ９ｑ，

５）飛背はこのような観点からﾉL州１１$代の作,R,について考察してきた。主な論文は以下のとお'〕である．

①「胸,l},孫と糀神医学一ｱﾘﾘ存MIHをめぐって－」（｢熊本大学社会文化科学研究６ｊ2008年）

②「｢鵬衣人」について」（了熊本大学社会文化科学研究７」2009年）

③「｢迎命一という視点からみた「木犀」と「洋娃蛙｣」（｢野草」８４サ中国文芸研究会2009年）

６）例えば、劉平「陶晶孫的文学(iⅡ作及文学活動」（｢中国現代文学研究繼刊ｌ作家出版社、１９９２．４、ｐｐ、

220～236)、朱偉華「唯美主義111ﾘ作ｉｌｊＡ衣人」解読一】【倫陶IRI孫共人其文」（｢中'五1現代文学研究叢

刊｣、作家''１版社、２００２．１、ｐＩ〕、231～239)、讃Ｈ１麻矢「文化的“混血児．－胸,}''1孫！〕･[1本」（｢中

｜璽lfM化文学ｌｉｊＩ究叢刊」1996年第３１０１、作家出版社、ｐｐ、220～228）等。

７）小iMi太一「陶品係と関東大震災｣、「比較社会文化研究」第５８．（1999)、九州大学大学院比較社会文

化研究科。

８）同上。ｐ８３．

９）iiil褐ili5L

lO）本械のり'１１１文は特別の提示をしなければ、総て「陶品孫選災」（人氏文学出版社1995）を参照し、

ロ本,ilii沢は飛者による。

11）胸ＩＩＡ係「亡弟陶烈的略伝｣、初版「学裟」第]1巻第４－り.、１９３１ｲl:'1)]。「牛骨集」所収。「胸,W,孫選集｣、

ｐｐ、３０(l～３１３ｓ

１２）「水I'i（｣、「女朋友｣、「両姑奴」などから見られる。

13）１１１褐「亡弟陶烈的略伝」で１'１学時代に触れられている部分で、陶品孫はく我｛i]的根底梛在込学校吋候

打定、｜､１列''二１国来后的処１１t｣ﾐｲi益尤益足我(i]所不知道的、イ《辿逃切亥学向的价梯、都在込学校型得到

的｡〉とIWiっている。Ｐ305.

14）文fiTの1iii後の意味を考えるならば、｜m(文中のく他〉はく地〉の継植であろう。

15）IMI褐tli5)。

16）lii掲注５)。

17）「尼111f」に|10する先行研究ではＷ【ら兄に力点をおく傾Ii1がある。しかし、妹とこれまでのﾉL州時代の

作,Ｈ１に現れてきた主人公たちとの特徴が類似している点からみて、兄より妹の方に胸１W,孫は自分の意

念を仮iiCしていることはIﾘ]らかである。すなわち、「1ﾋﾞMf」においては妹こそが、IiM1W1係の代弁者な

のである。これについてまた別棡で榊細に論じたい。

18）注４）に|可じ；p93o

l9）特に衣/jくしなければ総て作,11,が完成された日付である。執飛ｲ《|ﾘIの作品は表示していない。

20）「簡楽会小１１１１」の中で、ＩＴＩじく僕は文】'1人だ〉という台iiiilを１１lいている作品は「筒楽会小ｌｌｌｌ」のほか、

「1側j姑娘」と「独歩」がある.「111'j姑奴」の執筆時期ははっきりとしているが、「独歩」のほうは時期

イくりIである。

21）排しい内容は、拙著の「[1本ｉＷＦＷｉＩ｝がＩｌｊ国人の'１１[工1語文京作成に９．える影響についての実証的研究」

（｢社会文化科学研究科学際的共Iiil研究の拡充・推進プロジェクト報告書｣、熊本大学大学院社会文化

科学ｲﾘ｢究科、2008年７１１）を参１１((．



胸IMI係のⅡ本時代一九州時代の作,Ｍ１とそれ以後の作,Ｍ１との述いは('Ｉ故flfじたのか 347

22）ｌＭＩｉかに、これまで、「１１合達lIIl的ⅡilllUlil1Ii」と「CaRiPil)(!aⅡ的広告」の執舗時１０１が不明のため、「粋假」

より前にil；かれたか、それとも後にiI}かれたか、はっきI)判断できなかった。一方、「Caf6IDiI〕eau的

広粁」の執飛時lll]について、上掲のilIilli｣M(代氏は内秤及び手法から考えれば、1925年９１Ｗ･に掲減さ

れた村山知義の「或る戦」と類似しているとして、この作品が1925年に描かれたと推測している。し

かし、〈放浪〉の代わりにく漂流〉などと11]いられていることから、阿作[Hiはlil〈ても「粋假」以後

にi1l:かれたことが断定できるだろう:：

23）「lVi係1÷1伝」のほか、小i猟,~木犀｣、「女1111友｣、「iilljjilli娘」などからも、ノL州110F代の生活に馴染めな

かったことがliIll1けiLえる。

24）ｉ]:10）に同じ、陶晶係「１WＩ孫自伝当；蝋}ll敏彦「胸,{|,孫ｲﾔを憶う」（｢|]本瞥ﾘﾄ新報｣、Ｎｏ．1815、昭和

３４年２月７１１，｜]本医ﾘﾄﾞ新報社発行、Ｉ)`19°）

25）陥り造社研究ｉＩ造社資料別巻」（伊膿虎ﾒL編、アジア１１|版、1979ｲlilOl]、pll9）と「間作人１１記」

（〃il作人、大泉111版社、1996、ｐｐ、322～323）によると、上海と北〕;〔にi１１;在していたことがわかる。

26）注11）に同じ「亡弟陶烈的略伝」に胸１V,係と弟陶烈は符から大学を卒業して二年|{１１の笑iWY1111をも

らうはずだったが、一年しかもらわなかったと記されている。

27）小税「理学zl:」（｢洪水」第一巻第六|U１，１９２５１２．１）に、省から奨学金をもらわなくなってから

「１挺子賠款補学llli」（つま}〕、表２に1923ｲ|ﾕ３月に発llLされた「文１１１１学Ll2学資補給」を指している）に

’'1論したが、受からずに、生活に窮したすえに研究案の教官に相談したところ、助手として半給をも

らえるようになったと１１$かれている。

28）「陶品孫君を憶う｣、注24）に同じ。これによると、ハI}lHlしたIIi(因はく''１|亙|からの学資支給Ｉｌ１絶の関係

で、一度端１１K'し〉たことがわかる・厳安２k氏は「胸,W,孫その数奇な生涯」（岩波香店、２００９．３，

１〕258）において、今|、のｲil}国がく'１イミlliの特選Wl学りくの給費の期限切れのことだったのではないか

と推測〉しているが、それは明らかに'１１１迷っている｡

29）厳安/I：氏ｒ胸[ﾄﾑ孫その数奇な生illij（Ii1l二）において、「暗達門的1伽11ﾘﾄﾞ店」に描かれている北〕j(旅行

は1925年の冬のことになると推測したうえ、〈作Ａｌｉはある根無し草的な人物の北京街頭放浪記で〉あ

ると指摘している。また、厳氏は奨学金を含め、就職橘動や北京旅行などがく今ではほぼ特定不可能

なﾘﾄﾞ実関係〉であると鹸じているが、衣２からﾘﾄﾞ災と小mtとを対I1i1してみれば、作品は同１１$101におけ

る陶晶孫の投影と言っても過言ではない鰯

30）rl1ﾂ作人日l廷、注25）にIiilじ、ｐ424.

31）「ｲｌｉ本邦留学【|昊本邦見学旅行関係雑件第一巻」（外務行外交史料館所蔵）に記されているように、陶

IMI係がく特選文ｶﾞllfW学生〉として修学旅↑jの経iIYをIlI1iII几ている。こうしてみれば、1925年４)]から

IlAiM&孫はく将遺文DlI剖学ﾉ|：〉として選ばれたことが推定できる。

32）′I､説「特選fW学ﾉ１１；」（｢洪水」第二巻第'六期１９２６．５．１）には、ｌｉ人公無liiは一冬を過ごしてから

やっと日本外務行による特選留学４kに選ばれたとｉｌ１:かれている。

33）注31）に|可じ゜

34）lMlll1英弘「胸1W,孫伝稿｣、「論集近代IlIlK|研究=（IljIIi教授退官記念I繍溌編災委１１会)、’'1111111版社、

1981年７月､ｐ60.

35）「`γ:饗補給民1通|{W学生洲昭ｷﾞⅡ三ｲ|ﾐｰﾉ]」（｢在本ﾎﾞlllW学'上関係雑件第七巻』外務省外交史料館所

蔵）に￣'１１稚比IRI学ｆｌＲｌＩ１外務省に特選ＷＩ学''二として折名されたる人拓＿からく江鮮東北大陶熾〉

がみられる9

36）胸,}｝,孫「品孫'21伝」によると、’111台にいたllli、汽jI〔に恥って東京にピアノを学びに行っていたことが

わかる。前掲１０ハp237。
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37）詳細な内容については、前掲34）；灘地久枝「日１１１の懸橘郭をとみと陶みさを」（｢続昭和史のおん

な白、文藝春秋、1986年８)]）などを参照。

38）瀞地久枝「[|ＩＩＪの懸橋郭をとみと陶みさを｣、上掲37）に同じ。

39）新感覚派との関連性については、’１:'西｣ﾙﾋﾞ代氏の論文「陶船孫初期作,Ｍ集「音楽会'1､IIIl」

と新感覚派に|）Uする一考察」がある。詳細についてはそれを参照されたい。前掲３)。

ＴｈｅｔｍｅｓｏｆＪｉｎｇｓｕｎＴａｏｈｖｅｄｍＪａｐａｎ

ＨowdidthedifferencebetweenworksｏｆＫｙｕｓｈｕＴｉｍｅｓａｎｄｏｎｅｓａｆｔｅｒ

ｔｈｉｓｐeriodoccur？

LIA()Liping

InlhepriorstudiesaboutJingsuI1Tao,byilltegratingalllheroamsofhisworksthroughthetimesof

hisstudyingabroa(１．thescholal･ssketchedoutlheHgureofJingsuI1Taowhichwanderedbetween

JapanalldChina、However，inthepreselltarUcle，ｗｅｕｓｃｄＫｙｕｓｈｕＴｉｍｅｓａｓａｂｏｕｎｄａｌｙｌｉneand

investigatodhowIDclassifyaU111eworkso1.JiI1gsunTaobvdiscussingthediflbroncemeanmgofthe

roamsduringKyushuTimesaludancrthisperiod・

BythecarefUlal1alyses,thelbllowingresumwasdraw【l:AItel･JingsunmaoleftTokyo,ｈｅｂｅｇａｎｈｉｓ

ｄｒｉｆｔｉｌｌｔｈｅａｒｅａｓｏｆＫｙushu、Therefore，ｔｈｃｒｏａｍｓｏｆＫｙｕｓhuTimesexpressedJillgsunTno'sfeeling

thathelongedloliveinTbｋｙｏｗｈｅｒｅｈｅＵｖｅｄａｓｅｖｅｒａｌｌｄｒａｎａｗａysomewheretoescapefromreality；

ａｔｔｈｅｏＩｈｅｒｈａｎｄ，ｔｈｅｒｏａｍｓｏｆｔｈｅｗｏｒｋｓｗｒｉＵｅｎａｆｔｅｒｌ〈ｙｕｓｈｕＴｉｍｅｓｗｅｒｅｔｈｅｓａｍｅａｓｍｅｎｔｉonedin

thepriorstudiesanddescribedthGfigureofJi11gsunTaowlloexistedintheintervalJapanandChina

andwan〔IeredbelwcentwocoulIlries・Ｉｔｗａｓ(PlarifiedthalthediiTbre11ceofthetwokilldsofroamswas

duetothecurrentsocialenvironmentaroull〔lJingsunTaoandhlsporsollalthoughtbutnottheGreat

KanIDEarthquakeasmentioluedinthepriol･Studies、ＴｈerGfOre，weproposedthaLtheUteratureof

Jingsu11TaoshouldbGclassifiedbyKyushuTimesasaboulIdalyline．


